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一大梅林道終点の福智山 

中腹（標高500 m 地点）から 
上野の里ノ＼飛び立つハング 

グライダー 

5月は軽自動車税1期分・国民健康保険税1期分・固定資産税1期分の納税月です。 
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と
じ
て
保
存
し
て
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さ
い
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赤池町に生まれる 

市場尋常高等小学校 

人学 

福岡県立田川中学校 

に入学 

海軍予備学生13期生 

として三重海軍航空 

隊に入隊 

早fF 田大学政治経済 

学部人学 

F'本経済新聞社入社 

（首相官邸、自山党 

担当） 

向坂翠子さんと結婚 

日経ロンドン支局長 

に就任 

日経新聞退社、内閣 

総理大臣故池田勇人 

氏秘書となる 

第29回総選挙に立候 

補、落選 

第30同総選挙、衆議 

院議員に当選 

外務政務次官に就任 

大蔵政務次官に就任 

内閣官房長官に就任 

鈴木内閣通産相就任 

自由民主党政務調査 

会長に就任 

自由民主党幹事長に 

就任 

昭和60年5月1日 
昭和60年5月l 'I 

四
月
十
四
日
に
は
、
赤
池
昭
和
町
の
善
照
寺
隣
の
 

田
中
家
墓
地
で
納
骨
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

地
元
の
み
な
さ
ん
や
故
人
に
縁
り
の
約
三
百
人
が
 

参
列
、
池
永
町
長
は
、
 

「
地
域
浮
揚
の
よ
り
ど
こ
ろ
 

と
す
る
先
生
を
失
っ
た
が
、
先
生
が
生
前
よ
く
口
に
 

さ
れ
て
い
た
『
今
か
ら
の
産
炭
地
は
甘
え
の
精
神
を
 

捨
て
、
自
立
の
道
を
歩
か
ね
ば
 

』
と
い
う
言
葉
 

を
再
認
識
し
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
先
生
の
後
に
 

眠
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

遺
族
、
親
族
を
代
表
し
て
長
男
の
雄
二
郎
氏
が
「
 

こ
こ
が
父
、
田
中
六
助
の
本
当
の
故
郷
で
す
。
半
世
 

紀
を
超
え
て
父
と
親
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
 

が
た
に
見
送
ら
れ
、
郷
里
の
地
に
帰
る
こ
と
が
で
き
 

ま
し
た
。
」
 
と
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

法
名
、
賢
照
院
程
雄
信
。
正
三
位
勲
一
等
旭
日
大
 

広
 

綬
章
を
受
章
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
 

トクラシック音楽が流れる中、約2千人が参列し、しめやかに郷土お別れ会司 

一
月
三
十
一
日
に
亡
く
な
っ
た
、
赤
池
町
出
身
、
名
 

誉
町
民
で
も
あ
る
前
自
民
党
幹
事
喝
．
衆
議
院
議
員
田
 

中
六
助
氏
を
し
の
ぶ
「
郷
土
お
別
れ
会
」
が
、
四
月
十
 

三
日
、
田
川
市
総
合
体
育
館
で
、
田
川
市
郡
を
は
じ
め
 

県
内
各
地
か
ら
約
ニ
千
人
が
参
列
し
て
、
し
め
や
か
に
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ス
テ
ー
ジ
中
央
に
は
、
ほ
ほ
え
み
か
け
る
“
六
さ
ん
）
 

の
遺
影
、
そ
の
両
サ
イ
ド
に
は
、
杉
で
形
作
ら
れ
た
英
 

彦
山
と
福
智
山
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
す
菊
の
花
の
彦
山
 

川
と
、
氏
が
地
元
あ
て
の
遣
言
状
に
、
 

「
懐
か
し
く
思
 

い
出
の
尽
き
な
い
」
と
書
い
た
故
郷
の
山
河
が
飾
り
付
 

け
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
前
に
、
霊
位
、
遺
骨
が
翠
子
未
亡
人
、
喪
主
で
 

長
男
の
医
師
雄
二
郎
氏
、
ニ
男
の
会
社
員
五
郎
氏
な
ど
 

の
手
で
安
置
さ
れ
、
遺
言
状
が
朗
読
さ
れ
、
田
川
で
講
 

演
し
た
と
き
の
声
が
ス
ピ
ー
力
ー
で
流
さ
れ
た
後
、
田
 

川
地
区
の
各
首
長
が
次
々
と
、
田
中
氏
の
功
績
を
た
た
 

え
、
六
十
ニ
歳
と
い
う
早
い
死
を
惜
し
み
ま
し
た
。
 

翠
子
夫
人
が
、
 

「
政
治
の
貧
困
で
戦
争
が
起
こ
り
、
 

青
年
が
死
ん
で
い
く
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
夫
は
政
界
に
 

出
ま
し
た
。
も
う
ー
つ
は
田
川
の
復
興
で
す
。
み
な
さ
 

ん
か
ら
お
預
り
し
た
体
を
守
り
通
せ
ず
、
十
分
に
期
待
 

に
こ
た
え
な
い
ま
ま
逝
っ
て
し
ま
い
、
申
し
訳
け
あ
り
 

ま
せ
ん
。
」
と
涙
な
が
ら
に
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
参
列
 

者
の
間
に
す
す
り
泣
き
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
 

ト参列者にあいさつする、左から長男雄二郎氏、 翠子夫人、二男五郎氏‘ 

、 I' 

、 ‘ 、 ．~集 こ 
中学を卒業して姉、とし子さんと 

昭
和
三
十
八
年
、
故
池
田
勇
人
首
相
秘
書
 

と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
を
訪
問
。
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
故
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
と
 

一
 
― 

(
 

『
兄
を
偲
ん
で
』
 

kI 大池チサ 

（本町3 ) 

三
人
の
兄
を
持
っ
て
い
た
が
、
長
 

男
は
親
子
ほ
ど
の
開
き
の
た
め
、
中
 

の
兄
を
大
き
い
兄
、
小
さ
い
兄
と
呼
 

ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
小
さ
い
兄
が
 

六
助
兄
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

映
画
館
の
ニ
ュ
ー
ス
に
新
聞
記
者
 

と
し
て
活
躍
中
の
姿
を
み
つ
け
、
直
 

方
ま
で
父
母
を
連
れ
て
行
っ
た
。
両
 

親
の
満
足
げ
な
姿
に
、
兄
の
将
来
は
 

と
誇
ら
し
い
思
い
を
し
た
の
も
三
十
 

数
年
前
の
こ
と
で
、
在
り
し
日
の
元
 

田川中学2年生のころ、田中六助氏（右上） 

兄実さん（左上）、姉とし子さん（前左） 

義姉光さん（右下） 

昭
和
十
九
年
、
海
軍
予
備
学
生
の
こ
ろ
 

昭和32年、日本経済新聞社ロン 

ドン支局長時代。ロンドン郊外 

でゴルフを楽しむ 

気
な
姿
が
眼
前
に
浮
ん
で
く
る
。
 

忙
し
い
家
業
に
子
供
も
一
人
一
役
 

の
仕
事
を
分
担
さ
れ
て
い
た
。
呼
ば
 

れ
て
も
二
階
で
夢
中
で
本
を
読
ん
で
 

い
た
兄
、
私
の
読
書
も
小
さ
い
兄
に
 

手
ほ
ど
き
し
て
も
ら
い
、
女
学
校
に
 

入
学
と
と
も
に
瀬
石
の
「
坊
ち
ゃ
ん
」
 

「
心
」
と
名
作
に
触
れ
ら
れ
た
の
も
 

そ
の
た
め
と
、
今
は
な
つ
か
し
く
、
 

古
ぼ
け
た
全
巻
が
形
見
と
し
て
書
棚
 

に
残
っ
て
い
る
。
 

読
書
と
い
え
ば
兄
は
、
多
忙
極
ま
 

り
な
い
生
活
の
中
に
、
同
じ
本
を
三
 

冊
同
時
に
購
入
す
る
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
国
会
、
家
、
往
復
時
の
 

黒
い
力
バ
ン
（
何
時
で
も
読
め
る
よ
 

う
に
）
に
、
黒
い
力
バ
ン
に
は
数
冊
 

入
っ
て
重
く
、
兄
の
い
る
と
こ
ろ
書
 

物
あ
り
、
で
本
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
 

何
事
も
「
努
力
、
自
信
を
持
て
る
 

ま
で
学
ぶ
。
」
は
、
死
の
前
ま
で
続
 

い
た
の
で
は
。
二
分
、
三
分
刻
み
で
 

国
政
に
あ
た
っ
た
兄
の
姿
は
、
忘
れ
 

ら
れ
な
い
が
、
死
の
時
に
あ
っ
て
も
 

愛
し
た
書
物
が
一
緒
に
納
め
ら
れ
た
 

の
は
印
象
深
く
、
感
涙
を
押
え
き
れ
 

な
か
っ
た
0
 

（
ウ
ェ
ー
バ
の
書
も
そ
 

の
中
に
）
 

。 

両
親
、
叔
母
、
兄
姉
の
そ
ば
で
、
 

現
世
の
私
ど
も
の
こ
と
を
語
っ
て
く
 

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

や
す
ら
か
に
お
眠
リ
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
町
の
皆
様
、
多
く
の
力
添
え
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
一
年
生
 

1
5
5
人
証
縁
 12 
』いM
）
が
入
学
 

四
月
九
日
、
上
野
小
学
校
と
市
場
小
 

学
校
で
入
学
式
が
あ
り
、
百
五
十
五
人
 

の
新
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。
 

上
野
小
学
校
で
は
、
二
十
三
人
が
お
 

父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
校
門
 

を
く
ぐ
り
、
体
育
館
で
式
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

児
童
会
代
表
の
六
年
生
、
武
末
義
孝
 

君
が
、
 

「
み
な
さ
ん
が
人
学
し
て
く
る
 

畿纏継纏躯纏躯躯躯躯碑碑躯““糾糾終恥郵 
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故、河村光陽生誕の地に記念碑 

四
月
十
七
日
、
桜
の
花
び
ら
が
残
る
 

福
智
下
宮
神
社
境
内
で
、
赤
池
町
が
生
 

ん
だ
童
謡
作
曲
家
、
故
河
村
光
陽
（
本
 

名
・
直
則
）
の
『
生
誕
地
の
碑
』
の
除
 

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

光
陽
は
、
明
治
三
十
年
に
上
野
里
で
 

生
ま
れ
、
少
年
時
代
を
過
ご
し
、
小
倉
 

師
範
学
校
に
進
み
、
 
一
時
、
金
田
尋
常
 

小
学
校
の
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。
し
か
 

し
、
音
楽
へ
の
情
熱
は
断
ち
切
れ
ず
、
 

大
正
十
四
年
、
東
京
音
楽
学
校
に
人
学
。
 

東
京
で
音
楽
教
師
と
な
り
、
N
H
K

ラ
 

ジ
オ
の
音
楽
番
組
に
も
出
演
の
傍
ら
、
 

の
を
み
ん
な
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。
小
 

学
校
で
は
、
春
は
遠
足
、
夏
は
プ
ー
ル
、
 

秋
は
体
育
会
、
冬
に
は
発
表
会
と
、
た
 

く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。
今
日
か
 

ら
み
ん
な
上
野
小
学
校
の
仲
間
で
す
。
 

楽
し
く
過
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
歓
迎
の
 

こ
と
ば
を
贈
り
、
二
年
生
全
員
で
『
」
母
 

の
音
楽
隊
』
を
合
唱
し
、
入
学
を
祝
い
 

ま
し
た
。
 

トほのぼのとした23人の上野小学校入学式I 

今
年
、
採
銅
所
小
 

学
校
か
ら
新
し
く
就
 

任
し
た
仲
島
利
昭
校
 

長
は
、
 

「
上
野
小
学
 

校
な
ら
で
は
と
い
う
 

特
色
あ
る
教
育
に
取
 

り
組
み
た
い
。
 
」 
と
 

あ
い
さ
つ
。
 

一
方
、
市
場
小
学
 

校
で
は
、
百
三
十
一
一
 

人
が
入
学
、
 

一
年
一
 

組
で
は
、
三
月
末
に
 

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰
国
 

し
た
ば
か
り
の
斉
須
 

美
智
香
ち
ゃ
ん
も
、
 

言
葉
は
不
慣
れ
で
す
 

が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
 

入
学
式
を
終
え
ま
し
 

た。 

、

Iノ

ー

 

‘
し
 

ト碑の横で長女順子さんと「かもめの水兵さん」を歌う上野小学校の6年生． 

』E

に
童
謡
の
作
曲
を
手
が
け
、
 

「
か
も
 

め
の
水
兵
さ
ん
」
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
 

り
」
「
船
頭
さ
ん
」
「
な
か
よ
し
こ
み
ち
」
 

な
ど
、
数
多
く
の
曲
を
作
り
ま
し
た
。
 

碑
は
、
彼
の
小
倉
師
範
時
代
の
親
友
 

麻
生
繁
樹
さ
ん
（
福
岡
市
）
が
光
陽
の
 

生
涯
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
 

ら
お
う
と
、
親
族
と
と
も
に
福
智
下
（
呂
 

神
社
の
石
段
左
に
建
て
た
も
の
で
、
高
 

さ
二
・
五
冒
の
黒
み
か
げ
石
製
。
 

式
に
は
、
親
族
や
若
い
こ
ろ
の
友
人
、
 

教
え
子
な
ど
約
六
十
人
が
集
ま
り
、
光
 

陽
の
ひ
孫
に
あ
た
る
山
本
浩
二
ち
ゃ
ん
 

上野小学校 

1 年1組 

山中 節子先生 

（築上郡椎田町） 

教
職
経
験
の
浅
い
私
で
す
が
、
大
事
 

な
一
年
を
担
任
す
る
の
は
、
も
う
二
度
 

目
。
日
々
、
子
供
た
ち
と
格
闘
し
て
い
 

ま
す
。
 

“
子
供
か
ら
学
ぶ
）
の
言
葉
通
 

り
、
大
人
の
目
で
は
見
え
な
い
こ
と
、
 

考
え
つ
か
な
い
こ
と
を
子
供
た
ち
は
自
 

然
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
楽
し
 

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
 

ま
だ
ま
っ
白
な
心
の
子
供
た
ち
を
、
 

少
し
で
も
正
し
く
、
や
さ
し
い
色
へ
染
 

め
ら
れ
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
 

回
の
一
年
担
任
の
時
、
体
調
を
く
ず
し
 

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
た
の
で
、
今
回
 

は
健
康
に
気
を
つ
け
て
頑
張
り
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

生

ー

 

校
1

先
 
22
 

勃

瑚

働

嘘

 

永

年

 

赤
 

場
〈
工
 

」り 

務
 
1
 
一一、 

｛子 

市
 
ー
 
末
」
ぐ
 

一r
 

H

大
 

山
。
〕
 

ご
両
親
の
期
待
を
全
身
に
荷
負
い
喜
 

び
と
希
望
に
胸
は
ず
ま
せ
な
が
ら
入
学
 

式
を
迎
え
た
新
一
年
生
。
担
任
の
問
い
 

に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
元
気
い
っ
 

ぱ
い
答
え
て
く
れ
る
新
一
年
生
。
胸
が
 

痛
く
な
る
よ
う
な
清
ら
か
な
瞳
に
接
す
 

る
た
び
に
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
ら
な
く
て
 

は
と
重
い
も
の
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。
 

「
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
子
に
 

な
ろ
う
。
み
ん
な
と
仲
よ
く
で
き
る
子
 

（
四
歳
）
伶
子
ち
ゃ
ん
（
歳
）
の
手
で
除
 

幕
、
長
女
で
千
葉
敬
愛
短
大
教
授
の
順
 

子
さ
ん
の
指
揮
で
上
野
小
学
校
六
年
生
 

四
十
二
人
が
、
「
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
」
 

な
ど
四
曲
を
合
唱
し
ま
し
た
。
 

席
上
、
池
永
町
長
は
、
 

「
物
よ
り
も
 

心
、
人
の
価
値
観
が
変
わ
っ
て
い
る
現
 

在
、
こ
の
地
に
こ
う
い
う
記
念
碑
が
建
 

立
さ
れ
た
こ
と
は
、
意
義
深
い
も
の
が
 

に
な
ろ
う
。
白
分
か
ら
進
ん
で
お
仕
事
 

を
す
る
子
に
な
ろ
う
。
 

『
な
ぜ
だ
ろ
う
』
 

と
考
え
る
子
に
な
ろ
う
。
」
 
と
呼
び
か
 

け
な
が
ら
、
こ
の
一
年
間
一
年
生
と
共
 

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

目
の
輝
き
を
い
つ
ま
で
も
保
た
せ
る
 

に
は
、
ご
両
親
は
勿
論
、
ま
わ
り
の
大
 

人
の
方
々
の
お
力
添
え
が
な
け
れ
ば
、
 

担
任
の
力
だ
け
で
は
不
可
能
な
こ
と
で
 

す。 赤
池
町
の
み
な
さ
ん
、
可
能
性
い
っ
 

ぱ
い
の
新
一
年
生
に
、
そ
し
て
私
共
担
 

任
に
ご
指
導
と
ご
助
力
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

市場小学校 

1年2組 

垂水こず江先生 

（糸田町） 

入
学
式
の
日
、
子
供
達
と
の
出
会
い
 

の
日
、
子
供
達
の
瞳
の
輝
き
、
水
々
し
 

い
純
粋
な
表
情
は
、
非
常
に
印
象
的
で
 

し
た
。
 

子
供
は
、
無
限
の
能
力
と
可
能
性
を
 

秘
め
た
す
ば
ら
し
い
存
在
で
あ
る
と
思
 

い
ま
す
。
こ
の
子
供
達
が
、
瞳
の
輝
き
 

を
失
な
わ
ず
、
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
 

活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
や
さ
 

し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
る
よ
 

う
に
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
子
供
達
と
 

共
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
 U 

U j 

) 

あ
る
。
自
然
環
境
の
豊
か
な
上
野
の
里
 

か
ら
第
二
、
第
三
の
光
陽
先
生
が
生
ま
 

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、
 

あ
い
さ
つ
。
 

午
後
か
ら
は
、
上
野
小
学
校
で
順
子
 

さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
 

光
陽
の
作
っ
た
懐
し
い
歌
を
小
学
生
と
 

い
っ
し
ょ
に
歌
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
 

を
過
し
ま
し
た
。
 '

.
,
 、
、
、
、
J
一 
J、，一 

,
‘
．
・
、
‘
／
、
・
、
h
 

上
野
の
里
は
人
・
人
・
人
…
・
・
・
 

上

空

で

は

ハ

ン

グ

ク

ラ

イ

ダ

ー

が

施

回

 

第
 12 

回
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
 

第
十
二
回
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
が
、
 

四
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
か
 

れ
、
三
日
間
で
五
千
二
百
台
の
マ
イ
カ
 

ー
と
一
万
五
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
 

ま
し
た
。
 

町
内
、
二
十
五
の
窯
元
が
い
っ
せ
い
 

に
窯
を
開
き
、
平
常
の
二
割
引
き
で
展
 

示
即
売
。
特
に
二
十
一
 

日
は
、
上
野
峡
一
帯
を
 

交
通
規
制
、
 

一
方
通
行
 

に
し
ま
し
た
。
こ
の
た
ワ
 

め
、
農
道
を
仮
駐
車
場
 

に
し
た
り
、
町
の
マ
イ
 

ク
ロ
バ
ス
を
循
回
運
行
 

し
ま
し
た
が
午
後
一
時
 

過
ぎ
の
ピ
ー
ク
時
は
身
 

動
き
が
取
れ
な
い
ほ
ど
。
 

ま
た
、
当
日
は
、
北
、
 

九
州
市
を
中
心
に
活
動
す
る
ハ
ン
グ
グ
 

ラ
イ
ダ
ー
チ
ー
ム
 
「
レ
ッ
ド
・
イ
ー
グ
 

ル
ス
」
 
の
メ
ン
バ
ー
十
五
人
が
、
標
高
 

五
百
メ
ー
ト
ル
の
白
雲
ラ
イ
ン
終
点
の
 

ス
タ
ー
ト
台
か
ら
陶
器
ま
つ
り
で
に
ぎ
 

わ
う
上
野
の
空
へ
次
々
と
飛
び
立
ち
、
 

フ
ラ
イ
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

ト過去最高の1万5千人の人出で 

にぎわう上野焼陶器まつり． 

/ 

第2 分団分団長 第3 分団分団長 

,高峯夫さん 奥永昭政さん 

市場小学校 

1 年3組 

野村 謙二先生 

（田川市） 

田
川
に
生
ま
 11 

育
ち
な
が
ら
こ
の
赤
 

池
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
に
い
た
 

自
分
が
、
市
場
校
に
赴
任
し
て
早
い
も
 

の
で
も
う
五
年
目
に
は
い
り
ま
し
た
。
 

今
で
も
お
母
さ
ん
方
か
ら
「
新
任
の
 

先
生
で
す
か
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
 

り
ま
す
。
自
分
で
も
ま
だ
ま
だ
く
ち
ば
 

し
の
黄
も
と
れ
な
い
こ
と
を
感
じ
る
こ
 

と
ば
か
り
で
す
。
 

今
、
三
十
三
人
の
子
ど
も
た
ち
と
の
 

新
し
い
出
会
い
に
、
こ
の
子
た
ち
と
同
 

じ
よ
う
に
と
て
も
う
れ
し
く
て
す
こ
し
 

不
安
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
一
年
、
自
分
 

に
か
け
る
絵
を
精
一
杯
か
い
て
い
こ
う
 

と
思
い
ま
す
。
 

市場小学校 

1年4組 

長谷川美智子先生 

（鞍手郡若宮町） 

私
は
、
教
諭
に
な
っ
て
八
年
目
、
市
 

場
小
学
校
に
来
て
四
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

一
年
生
を
担
任
す
る
の
は
二
回
目
で
す
 

が
、
い
つ
も
胸
が
ど
き
ど
き
し
ま
す
。
 

私
の
目
指
す
児
童
像
は
 

一
、
明
る
い
子
 

一
、
が
ま
ん
強
い
子
 

一、
 

思
い
や
り
の
あ
る
子
 

で
す
。
三
十
三
人
の
子
供
達
と
い
っ
し
 

ょ
に
、
私
も
こ
の
一
年
大
き
く
成
長
し
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

×

 

赤
池
町
消
防
団
の
ノ
 

高
仁
防
団
員
と
し
て
二
十
 

日
詐
五
年
以
上
勤
続
し
、
 

と
 
歩
成
績
優
秀
で
他
の
人
 

さ
ん
栃
の
模
範
と
認
め
ら
れ
 

・く 

‘
レ
 

る
人
に
贈
ら
れ
る
も
 

期
消
の
で

1
1
百
十
一
日
 

ー
ニ
 

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

奥
永
昭
政
 
赤
池
町
消
防
団
第
 

三
分
団
分
団
長
。
昭
和
二
年
十
一
 

月
二
十
三
日
生
ま
れ
、
五
十
七
歳
。
 

大
字
赤
池
花
園
、
昭
和
二
十
一
年
 

一
月
一
日
入
団
、
勤
続
四
十
年
四
 

カ
月
。
 

日
高
峯
夫
 
赤
池
町
消
防
団
第
 

二
分
団
分
団
長
。
大
正
十
五
年
三
 

月
五
日
生
ま
れ
、
五
十
九
歳
。
大
 

字
市
場
市
津
、
昭
和
二
十
三
年
一
 

月
一
日
入
団
、
勤
続
三
十
八
年
四
 

カ
月
。
 

奥
永
昭
政
さ
ん
と
、
 

日
高
峯
夫
さ
ん
が
消
 

！」 

防
庁
長
官
表
彰
を
受
 

ん

彰

賞

さ

れ

ま

し

た

。

 

さ
 

ーーぐ 

！
・
J
 

二ーノ， 

こ
の
表
彰
は
、
消
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あ
な
た
の
注
立
忌
と
、
心
が
け
で
 

最
近
町
内
で
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
 

す
。
今
年
に
人
っ
て
か
ら
す
で
に
家
屋
 

二
併
（
死
亡
二
人
）
、
そ
の
他
L
件
と
 

続
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

中
で
も
、
さ
る
三
月
ト
二
目
に
は
旧
 

炭
住
（
酉
寿
）
で
二
世
帯
が
全
半
焼
し
、
 

二
人
の
死
者
を
出
す
惨
事
が
起
き
て
い
 

ま
す
。
原
因
に
つ
い
て
は
ス
ト
ー
ブ
の
 

火
の
不
始
未
で
あ
っ
た
と
検
証
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
に
民
家
に
近
い
原
野
で
の
、
 

小
火
（
ボ
ヤ
）
が
七
件
発
生
し
て
お
り
 

そ
れ
ぞ
れ
原
因
不
明
の
出
火
か
ら
放
火
 

の
疑
い
も
も
た
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
町
内
で
火
災
が
続
く
中
 

で
、
特
に
心
配
さ
れ
る
の
が
現
 

在
の
旧
炭
住
を
含
む
民
家
の
密
 

集
地
帯
で
す
。
道
路
が
狭
い
う
 

え
、
棟
続
き
の
世
帯
が
多
く
、
 

万
一
の
時
に
は
大
火
に
な
る
可
 

能
性
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
、
消
 

防
水
利
を
は
じ
め
、
そ
の
調
査
 

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
 

狭
い
道
路
で
の
路
L
駐
車
は
 

し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
家
庭
内
の
電
気
配
線
 

で
絶
縁
が
悪
い
部
分
は
、
す
ぐ
 

に
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。
囲
九
 

州
電
気
保
安
協
会
の
技
師
が
二
年
に
一
 

回
、
無
料
で
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
 

火
災
は
初
期
消
火
が
一
番
大
切
で
す
。
 

消
火
器
を
備
え
る
な
ど
、
日
頃
の
注
意
 

と
心
が
け
を
忘
れ
な
い
志
っ
に
し
ま
し
 

よ
う
。
 

一 
， 
、 

×
．
×
．
【
．
マ
マ
ソ
マ
マ
【
．
マ
マ
マ
マ
×
占
．
ソ
×
．
×
．
×
．
苫
・
×
．
ソ
り
×
．
×
・
ソ
x
・x
・×・x
・
×
古
・
【
貢
・
【
雲
古
小
×
宮
・
【
費
・
【
・
苦
【
・
苫
・
【
え
・
マ
×
・
×
中
【
宮
・
マ
×
・
×
古
・
ソ
マ
【
小
苫
中
ソ
】
・
茅
【
中
マ
【
小
×
・
【
宮
・
【
中
×
・
苦
ソ
×
・
【
宮
‘
x
'v
【・×・×・×ーマ】・×・】・× 

国民年金の障害‘母子・準母子 

・遺児・寡婦年金を 

受給中のみなさん 
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【第108回出題】 

エンゼルは天使のつかいてす 

あなたに幸ありますように 

【問題】 一票の重さ 

いわゆる公職の選挙では、選挙人各自が票 

を投ずることによって、国または地方の政治 

を委託すべき代表者を選び出すという手順を 

通して、私たち国民の1人ひとりがその代口 

者によってロロに参加する人になるわけです。 

いいかえれば、選挙の結果がどうなるかによ 

って、国や地方の政治の良亡悪しが決められ 

るわけです。ロロをきれいにすることが、よ 

りよい政治をもたらすことは、必然のなりゆ 

きといえるでしょう。 

【応募の要領】 

ロの中に入る文字を官製ハガキに記入のう 

え5 月15日までに赤池町役場総務課文書広報 

エンゼルクイズ係までお送りください。抽せ 

んで正解者3 名の方に図書券をお贈りします。 

【第107回の解答】 

4 ノ、 

【正解者】 

応募総数5 通のうち正解2 通、次の方に図 

書券をお贈りします。 

>上野 恭子（貴船二） 

レ員島栄美子（原田） 

5月は現況届の提出月です 

公
民
館
図
書
室
 

新
刊
書
あ
ん
な
い
 

▽
人
夢
ば
か
り
が
赤
じ
ゃ
な
い
（
佐
々
 

木
英
一
）
▽
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ス
ク
（
 

講
談
社
）
▽
保
守
本
流
の
直
言
（
田
中
 

六
助
）
▽
人
は
な
ぜ
強
く
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
か
（
松
尾
雄
治
）
▽
筑
豊
に
生
 

き
る
、
部
落
史
シ
リ
ー
ズ
3

（
部
落
問
 

題
研
究
所
）
▽
い
ま
、
若
い
人
の
法
律
 

の
本
（
小
川
修
）
▽
真
田
三
代
記
（
土
 

橋
治
重
）
▽
世
界
の
名
著
早
わ
か
り
事
 

典
（
主
婦
と
生
活
社
）
▽
世
界
の
目
本
 

人
観
（
筑
紫
哲
也
）
▽
最
後
に
愛
を
見
 

た
の
は
（
夏
樹
静
子
）
▽
免
田
栄
獄
中
 

記
（
免
甲
禾
）
▽
ぼ
く
の
人
間
手
帖
（
 

森
本
毅
郎
）
▽
マ
マ
、
叱
る
前
に
聞
い
 

て
（
聖
教
新
聞
社
）
▽
写
真
万
葉
録
筑
 

豊
1
1
6

（
葦
書
房
）
▽
心
が
ま
た
ひ
 

と
り
ご
と
（
武
田
鉄
矢
）
▽
症
候
群
（
 

西
村
寿
行
）
▽
青
桐
（
木
崎
さ
と
子
）
 

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
 

師
の
診
断
を
受
け
て
、
現
況
届
と
い
っ
 

現
況
届
は
提
出
さ
れ
ま
し
た
か
。
 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
一
 

回
現
況
届
を
提
出
し
、
こ
れ
か
ら
も
引
 

き
続
い
て
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
の
確
 

認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
 

遺
児
お
よ
び
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
 

方
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
現
況
届
 

を
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
を
忘
れ
る
と
年
金
が
一
時
差
し
止
 

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

障
害
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
 

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、
今
 

年
、
診
断
書
の
提
出
が
必
要
な
方
は
、
 

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
五
月
中
に
医
 

r
 

▽
週
末
の
恋
（
落
合
恵
子
）
▽
夫
婦
、
 

こ
の
不
思
議
な
関
係
（
曽
野
綾
子
）
▽
 

う
つ
く
し
い
言
葉
（
宇
野
信
夫
）
▽
心
 

に
残
る
言
葉
（
宇
野
信
夫
）
▽
火
を
産
 

ん
だ
母
た
ち
（
井
手
川
泰
子
）
▽
知
ら
 

な
い
と
恥
を
か
く
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
（
 

家
庭
画
報
）
▽
早
青
物
語
（
赤
川
次
郎
）
 

▽
知
り
過
ぎ
た
木
々
（
赤
川
次
郎
）
▽
 

男
学
・
女
学
（
鈴
木
健
二
）
▽
聡
明
な
 

女
は
民
法
に
強
い
（
菊
本
治
男
）
▽
さ
 

ま
ざ
ま
な
風
に
訊
け
（
集
英
社
）
▽
日
 

本
昔
ば
な
し
一
〇
〇
話
1
1
3

（
講
談
 

社
）
▽
日
本
の
四
季
カ
ッ
ト
集
（
新
光
 

社
）
▽
田
中
六
助
・
全
人
像
（
土
師
一
一
 

三
生
）
 

役
場
職
員
人
事
 

四
月
‘
日
付
け
で
次
の
と
お
り
人
事
 

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

〇
総
務
課
長
廿
木
村
邦
治
（
同
和
対
策
 

課
長
）
⑨
同
和
対
策
課
長
ー
太
田
勝
正
 

し
ょ
に
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
方
 

昨
年
六
月
一
日
以
降
に
新
た
に
年
金
 

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
方
や
年
金
の
 

支
給
停
止
が
解
除
さ
れ
た
方
は
、
今
年
 

の
現
況
届
の
提
出
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
 

ん。 な
お
、
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
 

算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
 

年
、
誕
生
日
の
末
日
ま
で
に
現
況
届
を
 

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
況
届
の
用
紙
は
東
京
の
社
会
保
険
 

庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
役
場
 

で
証
明
を
受
け
て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
 

い
。
詳
細
は
役
場
年
金
係
へ
 

（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）
〇
産
業
振
興
 

課
長
補
佐
廿
市
川
則
考
（
総
務
課
財
政
 

管
財
担
当
課
長
補
佐
）
⑥
水
道
課
長
補
 

佐
廿
木
月
明
（
水
道
課
工
務
係
長
）
⑥
 

総
務
課
財
政
管
財
担
当
課
長
補
佐
廿
安
 

武
憲
明
（
財
政
管
財
係
長
）
〇
老
人
ホ
 

ー
ム
主
任
看
護
婦
ー
永
未
フ
ミ
子
（
町
 

立
病
院
主
任
看
護
婦
）
〔
⑥
印
は
昇
格
〕
 

三
月
三
十
一
日
付
け
で
次
の
職
員
が
 

退
職
し
ま
し
た
。
 

〇
小
松
ミ
ョ
コ
（
課
長
補
佐
大
浦
隣
保
 

館
）
〇
野
目
定
子
（
主
任
看
護
婦
町
立
 

病
院
）
〇
松
井
千
代
子
（
副
主
任
看
護
 

婦
町
立
病
院
）
以
上
普
通
退
職
 

〇
高
原
房
子
（
用
務
員
町
立
病
院
）
〇
 

久
松
ミ
サ
ォ
（
用
務
員
老
人
ホ
ー
ム
）
 

以
上
定
年
退
職
〔
（
）
内
は
退
職
時
の
 

職〕 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

待
を
貰
室
 

赤
池
町
立
病
院
に
院
長
と
し
て
着
 

任
し
て
、
丸
ー
力
年
が
た
ち
ま
し
た
。
 

一
」
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
 

町
立
病
院
創
立
以
来
十
八
年
の
歴
史
 

の
中
で
今
ま
で
に
な
い
病
院
内
外
の
 

改
革
、
改
造
が
な
さ
れ
た
と
思
い
ま
 

すC 
そ
の
第
一
は
、
古
く
な
っ
た
病
院
の
 

外
装
を
、
ま
た
病
棟
に
は
老
齢
者
に
 

も
、
救
急
患
者
に
も
便
利
な
ギ
ャ
ジ
 

ベ
ッ
ド
を
購
人
し
診
療
、
看
護
に
便
 

宜
を
は
か
っ
て
来
ま
し
た
。
外
来
患
 

者
、
人
院
患
者
の
家
族
の
皆
様
に
は
 

喫
煙
、
面
会
室
を
完
備
し
、
院
内
で
 

の
待
合
時
間
を
有
効
に
過
ご
せ
る
よ
 

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
 

診
療
関
係
で
は
医
療
の
進
歩
に
遅
 

れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
、
新
し
い
診
 

療
 23 
具
、
検
査
内
容
の
充
実
に
努
め
、
 

疾
病
診
断
に
そ
の
偉
力
を
発
揮
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

今
年
度
の
方
針
で
す
が
、
六
月
以
 

降
外
科
系
常
勤
医
者
の
着
任
が
決
ま
 

り
、
内
科
、
外
科
の
診
療
体
制
が
確
 

立
さ
 11 

、
町
立
病
院
と
し
て
の
医
療
 

活
動
に
厚
み
が
増
し
、
町
民
の
皆
様
 

に
今
後
一
層
の
医
療
奉
仕
が
で
き
る
 

こ
と
で
し
ょ
う
。
 

赤
池
町
立
病
院
院
長
 

石
尾
 

哲
人
 

ぐ
ん
，
,
,
t
〈
ん
，
,
,
（
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
，
《
ム
●
《
ん
（
ぐ
I
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
●
●
●
●
●
）
ぐ
？
 

〇
金
一
封
、
お
菓
子
晒
袋
廿
小
松
直
子
 

（
上
野
）
〇
婦
人
用
衣
類
 17 

着
井
太
田
 

伝
（
金
田
町
）
〇
ビ
ー
ル
 20 

本
、
缶
ジ
 

ュ
ー
ス
 
60 

本
廿
小
松
篤
生
（
上
野
）
〇
 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 30 

本
廿
重
田
詳
義
（
上
野
）
 

〇
金
一
封
廿
藤
村
澄
子
（
上
野
）
〇
金
 

一
封
廿
浦
田
サ
ツ
キ
（
赤
池
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

一
口
廿
千
円
 

〇
町
議
会
議
員
互
助
会
廿
 90 

口
〇
正
栄
 

自
動
車
廿
 50 

口
〇
太
田
博
文
廿
 10 

口
 

【
寄
付
】
 

〇
桑
野
組
廿
 50 

万
円
 

【
香
典
返
し
】
 

〇
金
 

封
 
立
花
 
政
清
（
市
場
）
 

〇
金
 

封
 
小
松
 
繁
信
（
中
組
）
 

〇
金
 

封
 
山
口
 

好
策
（
高
尾
）
 

〇
金
 

封
 
立
花
 
政
行
（
稲
荷
町
）
 

〇
金
 

封
 
定
宗
 
泰
雄
（
猿
畑
）
 

〇
金
 

封
 
桑
野
 
清
数
（
市
津
）
 

〇
金
 

封
 
高
林
キ
リ
ェ
（
市
場
）
 

年
 

4
 

〔敬称略〕 

3 月末日住民登録 Q 

（前月比） 
口 9.971( +43) 
l 4.730( +17) 
' 5,241( +26) 
・数 3,325( + 35) 

ド5.: ミ，福柾、’巷ジタデ報）行事1

【休館日】 

3日、 6日、13日 

19日、27日 

【福祉バス運行日】 

休館日および祝祭日 
を除〈毎日 

【仏教講演会】 

5月14日因 

午後11時から 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台を 

提供します。ご利用く 
ださい。 

【心配こと相談】 
7日、17日、28日 
10時から午後3時まで 
ただし休館日と重なる 
場合は翌日に変更 

税務課よりお知らせ 

固定資産税の年税400円 

以下は、 1 期で全額納付し 

ていただいていましたが、 

昭和60年度より年税2,400 

円以下と変わりましたので 

お知らせします。 

〔
四
月
十
六
日
現
在
、
敬
称
略
〕
 

※
葬
儀
に
際
し
て
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
 

た
香
典
は
、
社
会
福
祉
事
業
発
展
の
た
 

め
香
典
返
し
と
し
て
寄
贈
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
 

皆
様
の
ご
厚
意
に
報
い
る
た
め
、
 
一
層
 

事
業
目
的
の
達
成
に
努
力
い
た
し
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

×
 

ノ 
ト外壁をアイボリー色に新装ぐ 



第268 号 (8 ) 昭和60年5月1日 け
 

し、 カ
 

あ
 

口
反
 

キ
干
 

広
 

畑
棚
閥
棚
脚
m
m
謙

川

 

趣
 

圏
戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
相
談
 

▽
対
 

象
廿
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
 

公
務
上
の
傷
病
に
よ
り
三
款
症
以
上
の
 

状
態
で
補
装
具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
 

人
▽
日
・
場
所
ー
田
川
市
立
体
育
館
（
 

5
月
 22 

日
、
方
城
町
民
会
館
（
6

月
 18 

町立病院看護婦募集 

下記のとおり赤池町立病院の看護婦を募集 

します o 

日
、
直
方
中
央
公
民
館
（
7

月
3

日） 

▽
時
間
廿
 10 

時
か
ら
 14
 

時
半
▽
持
参
廿
 

戦
傷
病
者
手
帳
と
印
か
ん
 

圏
心
配
ご
と
相
談
 

▽
5

月
7

日、 

17
 

日、 

28 

日
▽
 
11 

時
か
ら
 15 

時
ま
で
▽
福
 

社
セ
ン
タ
ー
 

m瑞
町
棚
謝
棚
 

圏
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制
 

度
▽
機
械
設
備
の
新
設
、
更
新
の
融
資
 

制
度
▽
設
備
代
金
の
％
を
無
利
子
で
融
 

資
▽
一
年
据
置
き
、
四
年
年
賦
償
還
 

圏
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
▽
保
証
金
 

10 

％
で
設
備
を
貸
与
▽
最
高
五
千
万
円
 

六
年
半
の
低
利
で
償
還
▽
以
上
二
件
の
 

間
い
合
せ
ー
商
工
会
公
⑩
5
0
5
5

か
 

☆募集人員：若 干 名 

☆応募資格：正看の資格を有する30歳までの人 

（昭和30年4月1日までに生まれ 

た人） 

☆受付期間】昭和60年5月1日から5 月31日ま 

で町立病院事務室で 

☆提出書類】履歴書 

（写真添付） 

健康診断書 

資格証明書（馴 

詳しくは、赤池町立病院へ 

お間い合せください。 

ft 28一2083 

＼

ー

 

、
 

《
 

／

 
ー

・

 

J 

I 

福
岡
県
通
商
金
融
課
容
0
9
2
1
6
4
 

1
1
7
4
1
9

へ 

」
「
訓
訓
棚
酬
棚
蝋
皿
 

圏
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
 

▽
期
間
廿
6

月
 

2
日
1
8
月
 25
 

日
毎
週
日
曜
日
▽
時
間
 

ー
 14
 

時
ー
 16 

時
▽
場
所
ー
赤
池
町
総
合
 

運
動
公
園
テ
ニ
ス
場
▽
対
象
廿
町
内
在
 

住
の
中
学
生
以
上
か
町
内
勤
務
者
▽
受
 

講
料
廿
3
千
円
（
保
険
料
含
む
）
▽
用
 

具
廿
各
自
持
参
（
ボ
ー
ル
除
く
）
▽
初
 

級
・
中
級
の
ク
ラ
ス
別
に
指
導
▽
問
い
 

合
せ
先
ー
教
育
委
員
会
容
⑩
4
1
0
0
 

圏
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

▽
日
時
ー
毎
 

月
第
一
・
三
土
曜
日
 20 

時
か
ら
▽
場
所
 

ー
町
民
会
館
▽
会
費
廿
年
間
千
円
▽
受
 

付
け
ー
教
育
委
員
会
 

・訓収m
」
皿
n
端鵬一 

」
・
】
ョ
川
 

三．‘
I
I
 

圏
危
険
物
取
扱
者
試
験
 

▽
試
験
日
ー
 

6
月
 16 

日
⑧
▽
場
所
廿
飯
塚
市
近
畿
大
 

学
九
州
工
学
部
な
ど
▽
準
備
講
習
会
廿
 

6
月
2

日
卿
9
時
か
ら
田
川
市
中
央
公
 

民
館
▽
問
い
合
せ
廿
田
川
地
区
消
防
本
 

部
消
防
課
危
険
係
廿
＠
0
6
5
0
 

圏
福
岡
県
婦
人
警
察
官
採
用
試
験
 

▽
 

受
験
資
格
廿
昭
和
 35 

年
4

月
2

日
か
ら
 

42 

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
 

▽
受
付
期
間
1
5

月
 10 

日
ま
で
▽
一
次
 

試
験
1
5

月
 26 

日
福
岡
南
高
校
で
▽
申
 

込
用
紙
請
求
、
間
い
合
せ
廿
福
岡
市
博
 

多
区
東
公
園
七
の
七
福
岡
県
警
察
本
部
 

任
用
係
合
0
9
2
1
6
2
2
1
0
7
0
 

0
ま
た
は
県
下
の
警
察
署
、
派
出
所
 

×
 老人精神保健相談 / 

射
 

注
 

防
 

予
 

病
 

犬
 

狂
 

場 所 時 間 
〇
生
後
 91
 

日
以
上
の
犬
は
年
に
一
度
 

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
登
録
料
 
2
、
1
~
～
円
 

〇
注
射
料
 
1
、
7
5

～
円
 

5
 
月
 
15
 

困
 

老人ホーム天郷荘 9 : 30-- 9 : 50 

四 区 公 民 館 10 : oo-lo : 20 

市 場 集 会 所 10 : 30-11 : 20 

高 尾（船津店前） ii: 30-12 : 00 
ノ ョ一ノ ビン グ七 ン タ― 

あ か い け 前 13 : 00-14 : 00 

赤池駅前公園 14 】 10-14 】 40 

赤 池 町 役 場 14 : 50 -15 : 30 

5 月 の 衛 生 行 事 

項 目 日 旦君 場所‘時間 対 象 者 

日 本 脳 炎 9 木 
老人ホ 一 ムヲミ郷う住 
13 : 30-15 : 00 上野地区在住者 

麻 し ん 17 金 
田丁 立 病 F完 
13 : 30-15 : 00 生後18カ月～36カ月 

乳児保育相談 20 月 
田丁 民 会 食官 
10 : 00-il : 30 生後2 力月～12カ月 

子宮・乳ガン検診 ク ク 
同和対策中央研修所 

9 : 30-10 : 00 
町内在住婦人 

三 種 混 合 21 火 
田丁 民 会 食官 
13 : 30-15 : 00 生後24カ月～48カ月 

3 歳 児健診 23 木 
田丁 民 会 食官 
13 : 30-15 : 00 満 3 歳 児 

献 血 28 火 
赤池商事前10 :00 -
役 」易14 :00 - 満16歳～64歳 

生 ワ ク チ ン 30 木 
田丁 民 会 食官 
13 : 30-15 : 00 生後3 カ月～18カ月 

報誌駿のための心の相談 
●自分の名前 

年齢、家が 

わかわない 

●夜、眼らな 

し、 

●おもらしが 

ある 

●ひどい物忘 

れがある 

●人がかわっ 

た 

家族がどうし 

てよし、か、 わ 

からないとき 

や、非常に困 

っている場合 

など、どうぞ 

おし、でくださ 

し、o 

こんな場合は気軽にご相談ください。 

専門の医師が無料で相談に応じます。 
※あらかじめ電話で予約してください。 

●受付 毎月第2・4水曜日 

午後1時30分～3時30分まで 

、 ●場所 田川保健所 公44 - 0666 
＼、、 マ‘ ー ー ’ ’ ー ’ ”ー 


